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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 12 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ 10 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ 11 ○ ○

3 常 40 ○ ○ ○ 7 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ 8 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 6 ○ ○

5 常 40 ○ ○ ○ ○ 15 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ ○ 16 ○ ○

6 常 40 ○ ○ 6 ○ ○ 6 常 40 ○ ○ 7 ○ ○

7 常 40 ○ 3 ○ ○ 7 常 40 ○ 4 ○ ○

8 非 28 ○ ○ 4 ○ 8 非 28 ○ ○ 5 ○

9 9

10 10

その他の資格・・・ＮＯ．8　柔道整復師 その他の資格・・・ＮＯ．8　柔道整復師

令和 5 年度［ あさくさ

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 民生委員の改選に伴い、新たに顔の見える関係づくりや協力関係の強化

② 権利擁護業務 高齢者虐待の通報や対応が増えている

③ 総合相談支援業務 介護の必要がない元気な高齢者に対する地域包括支援センターの周知不足

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 民生委員との関係構築

１回
民生委員ごとの包括職員の担当を継続し、より相談しやすい体制を作って
いく。また、新たに就任する民生委員との連絡会を開催し、地域包括支援
センターの周知や関係づくりを図る。

ー
委員ごとの包括職員の担当を継続し、相談等があった際には連携に
努めた。広報誌等を訪問により配布する際に、情報交換や関係づく
りを図った。

② 高齢者虐待防止の普及啓発

ー
直接サービス提供を行う介護サービス事業所に虐待防止のための啓
発や周知活動を行い、早期発見・早期対応に繋げていく。

ー
広報誌への掲載、ケアマネジャーの集いにて周知活動を行うことで
早期発見・早期対応に努めた。

③ 元気な高齢者への地域包括
支援センターの普及啓発

ー
生涯学習や趣味のグループ等に参加している元気な高齢者に向けて、出前
講座や広報誌等で地域包括支援センターの周知を行い、「転ばぬ先の杖」
としての相談窓口となるよう働きかけていく。

ー
地域活動体験講座や通いの場、シニアクラブなどでの出前講座を実
施した。また、広報紙の配布等により地域包括支援センターの普及
啓発を行った。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。
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度
　
　
№
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常
）
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勤
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非
）
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務
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（
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く
）
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包
括
実
務
経
験
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（

年
）
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括
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務
※
１
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護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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和
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度
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介
護
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ネ
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ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 ① ② 開催準備、打ち合わせ、実施、ふりかえり、報告

モニタリング・評価 ① 周知

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 ① ②

モニタリング・評価 ①

準備 準備

開催 ① 開催 ② ① ②

報告 ① ②

① ② ① ② ③ ④

① ② ①

① ②

みのわ事例 ①

① ② ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

②

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 10ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ③

①

合同 ② 合同 ④

① ② ③

事例検討 事例検討

合同 ④ ⑤

あさくさ

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数量

など

取組活動の経過（月）

２回
認知症カフェ
（喫茶YOU）

計
画

【台東病院・みのわ地域包括支援センター】
認知症に関する様々な情報提供・啓発、認知症当事者や家族
介護者の交流を目的とし、台東病院・みのわ地域包括支援セ
ンターと連携して広く住民にＰＲを行い、住民が気軽に立ち
寄れるよう開催する。

主催 主催・共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,457人 あさくさ

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

第１回目の開催で前年度の実績報告を行う。
各回ともにテーマや事例を通し、情報や意見
交換を行う。対面開催を基本とするが、感染
状況に応じ、書面開催も検討する。

２回
参加者
５０人
(延べ)

認知症
サポーター
養成講座

６回
60人

(延べ)

報
告

2ケースともに独居の認知症高齢者で、金銭
管理等に問題を抱えているが、第三者の介入
を望んでいない状況。本人へのアプローチ方
法及び今後の支援方針や、成年後見制度に繋
げるまでの支援方法について検討した。

２回
報
告

認知症の講演会や手芸、回想法、ヨガ、ＶＲ体験を行
い、参加者自身も体験でき楽しみながら相談や情報交
換ができる場を提供した。

６回
183人

（延べ）

計
画

町会、地域のマンションや企業等に講座開催を働きかけ、新
型コロナウイルス感染対策を行いながら対面での開催を目指
す。開催に至らない場合も、認知症に関する情報発信、啓発
活動を行い、ミニ講座なども積極的に行っていく。

２回
40人

(延べ)

報
告

・地域包括支援センターの実績・活動報告
・関係機関からの報告・情報交換
・グループワーク「高齢者のペット事情」
グループワークでは各々の活動状況や違う視
点からの気付きを知る機会となった。

２回
参加者
１０２人
（延べ）

報
告

・地域住民向け（地域の薬局と共催）
・地域活動体験講座
・町会
・金融機関
その他、認知症に関する講座を通いの場や町会で実施した。

４回
４９人

地域ケア
個別会議

計
画

複数の課題や認知症など困難なケースに
ついて、地域住民や専門職等が集まり、
情報の共有や支援方法の検討を行う。

主催 主催

広報誌
「笑顔の浅草」

の発行

計
画

各関係機関や区民の来所される場、民生委員
等に配付し、情報提供や地域包括支援セン
ターの周知に努める。

認知症初期集中支
援推進事業

主催 実施

計
画

事業の構成メンバーとして、対象者の把握から初期集中支援
の実施を通し、適切な支援につなげる。

計
画

在宅介護をされている方や介護経験者が交流を持ち、体験や
思いを分かち合い、相互の支え合いを支援するためのサロン
を新型コロナウイルス感染防止対策を行った上で開催する。

１ケース
以上

報
告

「出前講座」、「夏バテ予防レシピ」、
「職員紹介」、「街づくり懇談会の報
告」、「高齢者虐待の防止について」な
ど季節感にもこだわった内容で作成し、
関係機関などに配布した。

２回
報
告

本事業の対象と思われる事例はあったが、本人の同意
を得られることができなかった。
他地域包括支援センターのケースのサブ担当として同
行訪問や情報共有を行った。

１ケース
（サブ）

12回
60人

(延べ)
街づくり
懇談会

計
画

街づくりに繋がることを意識し、住民及び関連機関から
地域の実情を知り、共通の課題等についての意見発表を
行う場とする。新型コロナウイルス感染防止対策とし
て、１回の参加人数を制限し、同じテーマで２回開催す
る。対面開催を基本とするが、感染状況によっては他の
開催方法を検討する。

２回
参加者
５０人
(延べ)

介護者サロン
（ほのぼのの集い）

１回
６２名

報
告

内　容 人数・数量
など

報
告

12回
62人

(延べ)主催 主催

35名

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

住民や関係機関と地域の共通課題の共有
及び意見交換を実施。ネットワークづく
りと強化の機会。台東区在宅療養支援窓
口より、在宅療養支援窓口・病院機能に
ついての報告。

２回

※ずっとび鑑賞会
　東京都美術館・東京藝術大学・台東病院・あさくさ地域包括支援センター・みのわ地域包
括支援センターが合同で開催。
　区内の医療・福祉関係者が連携し、主に認知症の方とその家族を対象に美術館でアートを
楽しむ参加型のプログラム。

取組活動の経過（月）

主催・共催

ケアマネジャー
への支援

計
画

主任介護支援専門員連絡会にて、介護支援専
門員から地域包括支援センターに寄せられた
相談内容の整理・分類方法・シートの作成等
を検討する。

－

報
告

相談内容を整理・分類する方法について
検討したが、シートの作成までは至らな
かった。

－

報
告

７包括合同のケアマネの集いは『高齢者の
ペット問題』、『司法書士との事例検討』と
いうテーマで開催した。あさくさ包括主催で
は包括からの情報提供・交流会と２度の事例
検討会を行った。

5回

ケアマネジャー
の集い

計
画

新型コロナウイルス感染防止対策を行い、感
染状況を踏まえ開催方法を検討する。事例検
討会・情報交換会・勉強会等を実施し、地域
のケアマネジャーの資質向上と横のつながり
の強化を図る。

４回
ずっとび鑑賞会

≪認知症関連事業≫

報
告

東京芸術大学美術館で関係機関と合同開催した。
非日常的な空間のためか、認知症の方も生き生きとし
た表情や会話が飛び出し、参加者の皆さんも大変喜ん
でいた。

報
告

“在宅介護”の経験者・体験者が、相互の支え合いを
支援するためのサロンを毎月開催した。
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ 16 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 17 ○ ○

2 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ 6 ○ ○

3 常 40 ○ 3 ○ ○ 3 常 40 ○ 4 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○

5 非 32 ○ ○ 6 ○ 5 非 32 ○ ○ 7 ○

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 5 年度［ やなか

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
民生委員不在の地域や高層マンションの多い地域等で高齢者の見守り機能が低下
している

② 権利擁護業務 高齢者虐待の発生が予測されるケースへの早期介入が不十分である

③ 総合相談支援業務 災害時活動危険度、火災危険度が高い地域である

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 地域の高齢者への見守り機
能の強化

3店舗
関係機関や地域住民等への広報誌の配布等により地域包括支援センターの役割を
わかりやすく周知する。また見守りサポーター養成講座を開催し、圏域型関係協
力機関を増やし地域の見守りのネットワークを強化する。

3店舗
年４回広報紙を配布して地域包括支援センターの周知に努めた。また、
見守りサポーター養成講座を開催するとともに、３店舗と新たに圏域型
の協定を締結し、地域の見守りネットワークを強化した。

② 虐待被害が疑われる高齢者
の早期発見、早期対応

＿
８０５０問題や生活困窮などの課題を抱えている事例について、ケアマネジャー
や介護支援事業所、保健所や生活困窮者支援担当等と連携し、ケースカンファレ
ンスの開催などにより虐待が発生する前に後方支援を行うよう努力する。

―
関係協力機関と連携して虐待発生防止に努めることができた。また、虐待発生リ
スクの高いケースに対して、早期の介入ができるように毎月職員会議で進捗状況
を共有して、虐待の発生防止に努めた。

③ 災害への意識と対応力の
強化

100戸
簡易型感震ブレーカーや防火防災診断の啓発、防災ブックの配布、家具転倒防止
器具の設置等を特に延焼火災の危険性が著しく高い谷中２・３・５丁目の一人暮
らし高齢者について民生委員と連携を図り重点的に啓発していく。

家具転倒防止器具の設置等を広報紙で周知した。また、上野消防署と連
携して、防火防災診断の同行訪問を７軒実施することができた。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 準備・開催

評価

①

準備・開催 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ②

① ②

① ②

① ② ① ② ③

広報 ① ② ③ ④

①

広報 ① ② ③ ④

要請に応じて随時対応

① ③ ④ ⑥

② ⑤

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 3ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ③

合同 ② 合同 ④

① ②

合同 ③ ④

やなか

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

地域ケア
個別会議

計
画

個別会議を通じて、事例に係る地域住民や専門職が集ま
りお互いの立場を理解しながら課題解決に繋げていける
ような会議運営を目指す。また個別課題から担当エリア
の地域課題を導き出し、資源開発に向けての提案ができ
るよう意識して取り組む。

２回
認知症カフェ
（カフェやなか）

計
画

【土田病院（精神科）】参加者が安心して交流を図ることができるよう内容
については土田病院や認知症サポーターの協力のもと体を動かす体操や手先
を使う小物づくり、地域資源の紹介、認知症に関する講義などを取り入れて
開催する。また家族介護者同士が悩みや不安を共有できるプログラムについ
ても検討していく。

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 4,240人 やなか

6回
60人
(延べ)

年間通じて周知

報
告

LGBTやHIVの方への社会資源不足により、生
活困窮につながっている事例に対する支援方
法を検討し、地域での見守り強化につなげ
た。

1回
報
告

土田病院と協働し、居場所づくり、地域住民が認知症につい
て正しい知識を得られる場として開催した。毎回簡単な体操
で身体をほぐし、認知症重度者でも参加しやすいメニューを
提供。医師の対話型の認知症講座は２回シリーズで知識が深
まったと好評を得た。

6回
95人

(延べ)

内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）

計
画

気軽に参加できるよう、町会、地域住民、各種関係機関、マンショ
ン管理人、企業等へ養成講座の内容をわかりやすく周知する。また
受講したサポーターが地域で活動できるよう認知症カフェのサポー
トや出前講座等の協力依頼を呼びかけ、共に認知症に理解のある地
域づくりを行っていく。

２回
以上

準備・開催 年間通じて周知

報告

主催 共催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

民生委員や関係協力機関等と必要な情報を共有
し、顔の見える関係づくりを継続していく。地区
連絡会では包括の事業説明や実績報告を行い、事
例検討を通じて地域課題について意見交換を積極
的に行う機会を作る。

認知症
サポーター
養成講座

報
告

包括の事業説明や圏域の高齢者の現状につい
て報告を行った。民生委員と関係機関で意見
交換ができるような事例（8050問題）を選定
し、地域課題について検討を行った。

２回
報
告

認知症の普及啓発や正しい対応理解の為、町会やマンション
理事会には講座の開催の案内を季節ごとに通知した。社会福
祉法人、柔道整復師会の学生・更生施設の住人に向け、内容
を聴講するメンバーの状況に合わせ資料を作成し実施した。

３回
６２人主催 主催

広報誌の発行
・ホームページの

活用

計
画

高齢者の健康維持や詐欺被害の予防など、年4回テーマ
に沿って広報誌を作成し、関係協力機関、マンション管
理人、金融機関、コンビニエンスストア、飲食店等へ配
布する。法人のホームページでは行事のお知らせ等を随
時掲載する。

４回配布

ホーム
ページ

認知症初期集中支
援推進事業

年間通じて周知

　年間通じてホームページ更新

出前講座

計
画

地域包括支援センターの役割や詐欺、消費者被害や防火
防災診断の啓発、介護予防、地域の見守り協力啓発に関
する相談などの講座等について、町会単位の集まりや民
生委員からの要請に応じる。また区内の更生施設と連携
し施設内での出前講座にも積極的に対応していく。

認知症の
実態把握

・早期対応

計
画

計
画

初期集中支援チームの一員として、事業の対象となるケース
を選定し、各機関と連携を図りながら適切な支援に繋げてい
く。

1ケース
以上

　年間通じてホームページ更新

報
告

HPは区の事業や防災、感染症、見守り、認知
症カフェについて掲載し、各事業の啓発を
行った。広報誌は関係機関やマンション管理
人、コンビニエンスストア、金融機関や地域
住民等に配布した。

４回配布 報
告

事業の対象となりそうなケースは３件ほど選定し、区と相談
を重ねたが、包括との関係構築がスムーズに進み、訪問診療
や、認知症疾患医療センター等、適切な支援につなげる事が
でき事業の活用には至らなかった。

日頃から認知症の疑いがある高齢者を早期発見するために、
セキュリティの厳しい高層マンションの管理人や民生委員、
町会、地域住民や飲食店、コンビニエンスストアと連携を図
ることで、相談や通報が包括へ入りやすい関係性を構築し、
適切な資源へ繋げていく。

通年

報
告

依頼のあった町会や民生委員、老人会等の集
まりにて、介護予防体操や口腔体操、ワクチ
ン接種、認知症、消費者被害、見守り、地域
包括支援センター等をテーマとし講座を開催
した。

報
告

民生委員に「地域で気になる方がいないか」を定期的に連絡
をとりあった。また、高層マンションの管理人や近くのコン
ビニ、圏域型見守り関係協力機関へも協力を依頼した。

通年

主催 実施

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

区内外の地域のケアマネジャーとの事例検討
会や勉強会、地域資源の共有などを行う。ま
た各専門職との連携強化を目的とした7包括
合同の研修会を開催する。

４回
報
告

共催・主催 実施

7名

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

７包括合同のケアマネの集いは『高齢者のペット
問題』、『司法書士との事例検討』というテーマ
で開催した。やなか包括主催では事例検討会と保
健師によるミニ講座、管理栄養士によるミニ講座
とグループワークといった内容で開催した。

４回
報
告

内　容 人数・数量
など

共催・主催

介護支援専門員
から受けた相談
の整理・分類

計
画

介護支援専門員から受けた相談内容を整理・
分類する方法について7包括の主任介護支援
専門員連絡会で検討していく。

年間
通して
検討

報
告

相談内容を整理・分類する方法について
検討したが具体的手段まで至らなかっ
た。今後は各包括で相談検討する。共催

① ②

①①

4



] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 8 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 9 ○ ○

2 常 40 ○ ○ 17 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ 18 ○ ○

3 常 40 ○ ○ 1 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 2 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 5 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 6 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 7 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 8 ○ ○

6 常 40 ○ 7 ○ ○ 6 常 40 ○ 8 ○ ○

7 非 32 ○ ○ 5 ○ ○ 7 非 32 ○ ○ 6 ○ ○

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 5 年度［ みのわ

法人名　【 社会福祉法人　台東区社会福祉事業団

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 自ら相談できず、地域で孤立している高齢者や介護者が増加している。

② 介護予防
ケアマネジメント

交流の場が減少したことで閉じこもりの高齢者が増加した。

③ 認知症総合支援事業 認知症当事者、介護者への支援・交流の場が不足している。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
地域で孤立している高齢者
や介護者の早期発見・対応
の強化

深刻なケースになる前に訪問等を迅速に行い、継続的な支援をしてい
く。また広報誌や出前講座、ホームページを活用し周知活動を積極的
に行い、相談しやすい環境を整えていく。

ホームページ、広報誌、ラジオ体操会場、出前講座等で周知活動を
行った。マンション管理人や住民、民生委員から情報が入り早い段階
で支援ができたケースもあった。

② 地域での集いの場・介護予
防の場を増やす

地域住民や関係機関と協働し、介護予防活動や交流の場を提供していく。銭湯の空
き時間や包括センターのロビーを活用し来所しやすい環境をつくる。すでにある介
護予防教室などの情報提供も強化する。

交流の場として近隣の高齢者に対し介護予防体操等を実施。そこで地域の介
護予防等の情報提供を行った。また、銭湯の空き時間を利用した住民主体で
活動するグループ（集いの場）への支援を行った。

③ 認知症の方、介護者支援を
強化する

喫茶YOU(認知症カフェ）、みのわカフェ、リフレッシュタイムを定期
的に行い認知症の方や家族介護者の相談や交流の場を提供していく。

顔馴染みの参加者も増え、気軽に楽しく参加できる雰囲気で運営する
ことができた。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① 計画・開催 ②計画・開催

① ② ③ ④ ➄ ⑥

① 評価 ②

①開催 ②開催

①評価

① 計画・開催 ② 計画・開催 ① ② ③ ④

① ②
① ② ③ ④ ➄

開催 開催

広報誌 広報誌 広報誌

　　　　出前講座 ① ② ③

ラジオ体操 ラジオ体操

　　みのわ介護予防体操、リフレッシュタイム

① ② ③

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 10ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

合同 合同

＜計画外の取組＞
① ③

② ④ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

（毎週木曜日開催）

①

みのわ

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数量

など

取組活動の経過（月）

認知症カフェ
（喫茶YOU）

計
画

【台東病院・あさくさ地域包括支援センター】
認知症に関する知識や様々な情報提供・啓発や認知症当事者
や家族介護者の交流を目的とし、台東病院・あさくさ地域包
括支援センターと連携して広く住民にPRを行い住民が気軽に
立ち寄れるよう開催する。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 6,459人 みのわ

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

見守りネットワーク関係協力機関と地域
の見守りや災害、地域課題等を共有し、
顔の見える関係づくりを強化する。

２回
認知症カフェ
（みのわカフェ）

６回
６０人

報
告

①独居の認知症がある高齢者の徘徊の問題について、地
域住民、関係機関と検討した。プライバシーの問題もあ
り情報共有をどこまでおこなうか課題があった。
②独居で介入拒否の方に対する見守りや緊急時の対応等
の支援方法について検討した。

２回
報
告

講演会や手芸、回想法、ヨガ、VR体験を行い、参加者
自身が体験でき楽しみながら相談や情報交換ができる
場を提供した。

６回
延べ
193人

計
画

認知症当事者や家族介護者が気軽に集い、
交流・相談できる場を提供する。また、近隣のグルー
プホームや居宅介護支援事業所、通所介護サービス事
業所へ協力を仰ぎながら実施する。

４回

報
告

①通いの場づくりを通して住民主体の見守りにつ
いて話し合った。
②介入拒否の高齢者に対する見守りについて、関
係機関・地域住民とそれぞれがどのような役割で
見守りができるか話し合った。

２回
報
告

居宅介護支援事業所等へも案内し、手芸や回想法をお
こなった。参加者同士で顔馴染みの関係ができ、介護
者同士の交流が深まった。

５回
延べ

７５名

地域ケア
個別会議

計
画

個別課題のケース検討を通して、関係機
関と地域課題を検討し、高齢者支援の充
実を図る。

計
画

町会や各事業所等へ講座の案内を行い、集合型もしく
はオンラインで開催する。

４回ホームページ更新・出前講座

熱中症 ラジオ体操 ラジオ体操

主催 主催

周知活動

計
画

広報誌の配布やホームページの更新、ラ
ジオ体操、熱中症予防喚起訪問、出前講
座等により地域包括支援センターの周
知・啓発活動をおこなう。

広報誌配布
年３回

ラジオ体操
年２回

広報誌 広報誌 広報誌

認知症
サポーター
養成講座

２回

報
告

近隣の高齢者が気軽に立ち寄り運動ができる
場として、リフレッシュタイム・みのわ介護
予防体操が徐々に浸透している。また、銭湯
を利用した集いの場づくりを住民主体で活動
ができるよう支援した。

延べ２２６
名

集いの場支
援５回

報
告

老人会向けにフレイルや認知症についての出前講座を
行った。

３回

主催 主催・共催

熱中症

地域・場づくり
事業

計
画

リフレッシュタイム、みのわ介護予防体
操、改栄湯での集いの場、大人の元気度
チェックを通して介護予防の普及に努め
る。また新たな場づくりの拡大を図る。

通いの場支援

年４０回

通いの場
づくり
随時

認知症の
普及啓発活動

報
告

広報誌を3回作成し民生委員、関係機関、
町会関係に配布した。また、出前講座、
ラジオ体操会場に出向き地域包括支援セ
ンターのPRをおこなった。

広報誌配布
年３回

ラジオ体操
年２回

報
告

法人内の新人職員・グループホーム・実習生に対し
て、参集型で行った。

３回

主催 主催・共催

24名

認知症初期集中
支援事業

計
画

認知症の疑いのある方に対して訪問等を迅速に行い、
医療や介護に繋げる。

独居の女性が物忘れのため、度々包括センターに不安
を訴えるケース。初期集中のメンバーで介入し医療機
関、生活保護、介護保険サービスにつなげ生活が安定
した。

計
画

地域で認知症の方や家族を支えるため、認知症や介護
に関する講座を町会や各種団体と連携して開催し普及
啓発活動を行う。

１ケース
項目 内　容 人数・数量

など

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

ケアマネジメントに必要な周辺領域の専
門職による講義やグループワーク、事例
検討を感染予防に留意しながら行う。

４回
報
告

１ケース
実施

報
告

①社会資源についての講義・グループワーク
（社協職員）
③在宅での食の支援（栄養ケアピット管理栄
養士）講義、グループワークを実施。
②④は７包括合同で研修会を開催した。

４回
主催・共催 項目

取組活動の経過（月）

介護支援専門員
から受けた相談
の整理・分類

計
画

介護支援専門員から受けた相談内容を整
理・分類する方法の検討を７包括の主任
介護支援専門員連絡会で行う。

転倒予防・介護
予防普及啓発

報
告

併設の三ノ輪福祉センターのロビーで歩行分析アプリ
を使用し、近隣の高齢者の歩行状態を測定・分析し結
果をもとに転倒防止のアドバイスをおこなった。ま
た、他の介護予防事業を案内し介護予防の啓発をおこ
なった。

４７回
延べ

２２９
名

報
告

内　容 人数・数量
など

共催

７包括主任介護支援専門員連絡会で検
討。継続協議となった。

ずっとび鑑賞会

≪認知症関連事業≫

報
告

東京芸術大学美術館で関係機関と合同開催した。
非日常的な空間のためか、認知症の方も生き生きとし
た表情や会話が飛び出し、参加者の皆さんも大変喜ん
でいた。

１回
６２名

②

① ③

④
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】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ 13 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ 14 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 12 ○ ○

3 常 40 ○ ○ ○ 7 ○ ○ 3 常 40 ○ 0 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 6 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 7 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 7 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 8 ○ ○

6 非 40 ○ 6 ○ 6 非 40 ○ ○ 7 ○

7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 5 年度［ くらまえ

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
支援が必要な方を早期に発見し、適切なサービス等につなげる体制を強化する必
要がある。

② 権利擁護業務 独居で身寄りのない高齢者が増加している。

③

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 介護保険認定申請の後追い
と新規相談の経過確認

ー
認定結果の確認とサービス利用について意向を確認。相談のみで終了している新
規ケースについて、その後の経過を確認。必要なサービス等の提案を継続的に行
う。

-

認定結果後のサービス利用有無や生活状況について電話により確認。状況により
訪問し実態把握を行い介護保険制度や社会資源などの情報提供、提案を継続的に
行った。

②
成年後見制度など必要な支
援が早期に受けられるよう
に支援・提案を行う。

ー
緊急連絡先など早期に親族の把握に努め、必要に応じて成年後見制度・地域福祉
権利擁護事業利用の提案や勧奨を行う。また、関係機関であるリーガルサポー
ト・社会福祉協議会等とのネットワーク強化を図る。

-

成年後見制度の利用が適切と思われるケースに対してリーガルサポートとの訪問
を重ね、高齢者本人やその家族に利用の必要性や手順など説明し、成年後見制度
の利用につなげることができた。

③

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② 準備 ① 準備 ② 準備 ③ 準備 ④ 準備 ⑤ 準備 ⑥

準備 開催 準備 開催

① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

開催

① ② ① ② ③
準備 開催 準備 開催

地域への働きかけ（通年）

① ② ① ②

開催 開催 ③

① ② ③ ④

開催 準備 開催 準備 開催 準備 開催 準備

① ② ③ ④

開催 開催 開催 開催

① ②

発行 発行

① ②

発行 発行

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

① ③

② ④ ①

くらまえ

項目 内　容
人数・数量な

ど

取組活動の経過（月）
項目 内　容

人数・数量
など

取組活動の経過（月）

計
画

個別ケース（支援困難、複合的課題、地域連
携が必要なケース等）を各専門職からの視点
で検討を行い、地域課題の抽出につなげてい
く。

２回 認知症カフェ
（くらまえカ

フェ）

計
画

東京トータルライフクリニックと共催。奇数月に開催予定。開催回
数については状況に合わせて変更。募集方法や実施内容、人数の再
検討も行ない、充実した集いにしていく。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 7,213人 くらまえ

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

民生委員等の関係協力機関と協力しながら地
域を訪問、見守りが必要な対象者の早期発見
に努める。配布物を活用し、熱中症予防の周知
を強化。連絡会は集合での開催を基本とする。

２回
認知症啓発活動

６回
（約70
人）

報
告

認知症の進行により単身生活が滞り始めている
ケースについて検討した。本人の希望する「住み
慣れた地域での生活」の継続に向けて親族・民生
委員・医療・福祉事業者にて情報を共有。介護保
険サービス利用につなげることができた。

１回
報
告

コロナが５類に移行し、従来通り、毎月実施とし
た。内容も、講義形式から、手工芸や身体を動かす活
動なども取り入れ、なごやかな雰囲気をとり戻し、実
施することができた。

12回
186名

計
画

地域住民・企業・学校等に対し、認知症サポーター養成講座を開催
する。地域住民の認知症に対する理解を深めるため、シニアクラブ
や町会、老人福祉館での集い等を活用し、認知症講座(出前講座）
や相談会等を企画・実施していく。

３回

報
告

１回目は、圏域内における防災課題と対策につい
て区 危機・災害対策課へ講話を依頼。またグルー
プワークも行った。２回目は、関係機関からの情
報提供を行い、第２部として「独居高齢者の見守
りについて」事例検討を行った。

２回
報
告

住民向けの講座を区役所で１回実施。金融機関（信用
金庫）での講座を１回実施した。
また、三筋老人福祉館では、出前講座で、認知症の予
防についての講座を実施した。

３回
６６名主催 主催

地域ケア
個別会議

出前講座

出張相談
（えがおの集

い）

計
画

老人福祉館で地域の高齢者の生活に役立つ講
話と出張相談を実施。必要に応じて介護認
定・介護サービス・その他社会資源へのつな
ぎ・地域包括支援センターの役割を周知して
いく。

講話年4回。
出張相談毎
月。

認知症高齢者の
早期発見・早期

対応

計
画

認知症高齢者の早期発見のため、地域住民・民生委員・町会・シニ
アクラブ・集合住宅の管理人・関係機関等と連携し、認知症の疑い
がある高齢者の実態把握に努める。また必要に応じ個別支援を開始
する。

共催 主催

広報誌の発行

計
画

介護保険・台東区のサービスや健康に関する
情報発信を行う。訪問時や出前講座等におい
て、地域包括支援センターの周知にも活用。
関係機関や窓口でも配布する。

２回
２００部 認知症初期集中

支援推進事業

通年

報
告

月１回、老人福祉会館へ赴き、出張相談を
行った。また、包括主催で低栄養や認知症に
関する講話を行った（４回）

講話年4回。
出張相談毎
月。

報
告

認知症サポーター養成講座や出前講座、見守りネットワーク
会議、くらまえカフェを始めとする地域・民生委員等との連
携や日常的な交流を通じて、情報交換・実態把握を行い、早
期発見・早期対応に繋げることができた。

通年

計
画

相談や実態把握を行う中で、事業の対象と思われるケースについて
早期発見・早期対応ができるように支援を行う。対象者の把握か
ら、初期集中支援の実施を通して、各機関との連携を通し、適切な
支援に早期に繋げていく。

1ケース
以上

準備 準備

報
告

地域包括支援センターの役割や生活に役立つ
情報を記載し、年２回発行。関係機関や窓口
にて配布した。

２回
２００部

報
告

支援が必要なケースに対して、初期集中支援チームで連携し
て対応し、介護保険申請や医療受診に繋げることができた。
適切な支援を通し、本人の生活実態の把握や家族の介護負担
の軽減に繋げることができた。

1ケース

主催 実施

12ヵ所 31名

項目 内　容
人数・数量な

ど

取組活動の経過（月）
項目 内　容

人数・数量
など

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

介護支援専門員のスキルアップを図るため、
事例検討会・各種研修会を開催する。また、
専門職との相互理解や連携を強化するための
研修会を開催する。（2回は7包括共催とす
る。）

4回
オンラインによ
るふれあい介護

予防教室

報
告

オンラインによるふれあい介護予防教室（転倒予防体
操）をくらまえ地域包括支援センターの会議室で開催
した。運動を始めてみたい方、他の会場に行けない方
などに声をかけ、少人数で実施した。

１０回
３３人

7包括合同 7包括合同

報
告

ひきこもりの家族がいる高齢者の事例検討、
高齢者のペット問題、成年後見人（司法書
士）との事例検討、公証人による任意後見制
度等の研修会を開催し介護支援専門員のスキ
ルアップを図った。

4回 出前講座
報
告

自主グループ（ぼっちの会）で出前講座を実施した。
地域包括支援センターの案内や台東区高齢福祉サービ
ス・認知症の予防について話をした。

１回

共催

主催・共催
合同 合同

介護支援専門員
から受けた相談
の整理・分類

計
画

介護支援専門員から受けた相談内容を整
理・分類する方法を7包括の主任介護支
援専門員連絡会で検討する。

通年

報
告

介護支援専門員から受けた相談内容の
整理・分類する方法を検討した。今後
は、各包括の判断で実施していくことと
なった。

通年

①
②

③

④

出張相談

出張相談
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】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ 14 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ 15 ○ ○

3 常 40 ○ ○ ○ ○ 7 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ 8 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ 16 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ 14 ○ ○

5 常 40 ○ ○ ○ 13 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 3 ○ ○

6 常 40 ○ ○ ○ 2 ○ ○ 6 非 32 ○ ○ 11 ○ ○

7 非 32 ○ ○ 10 ○ ○ 7 非 32 ○ ○ ○ 3 ○ ○

8 非 32 ○ ○ ○ 2 ○ ○ 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ 4助産師5幼稚園教諭6栄養士 その他の資格・・・ 4幼稚園教諭5栄養士

令和 5 年度［ まつがや

法人名　【 社会福祉法人　東京援護協会

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務
相談件数が増加し、内容も複雑化している。チームケアを強化し多面的に対応する
必要がある。

② 認知症総合支援事業
認知症の方やそのご家族が定期的に相談できる小規模の場やひと息つける場が少な
い。

③

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

①
見守りネットワーク機関と
の継続的な協力体制の強化
を図る。

　ー
8050問題等家族・介護者支援のサポートを含め包括職員での複数
対応や見守りネットワーク関係機関と経過を追った情報共有を行
う。

―
8050問題、家族支援等は多面的に対応できるよう複数の包括職員
での対応や、各関係機関との情報共有等の連携を強化した。

②
認知症の方、その家族が気
軽につどえる環境をつく
る。

３回
既存のサロン活動の中に、認知症に関する情報提供等を加え、認知
症の方、家族、興味のある方誰でも気軽に参加できほっとひと息で
きる環境を整える。

７回
認知症に関する情報提供等を行い、認知症の方、家族、興味のある
方誰でも気軽に参加できほっとひと息できるサロンを開催した。

③

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ② ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催

モニタリング・評価 ① モニタリング・評価 ②

① ② ①

② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ① ② ③ ④

準備・開催 準備・開催

報告 ① 報告 ②

6/26 ① 2/16 ② ① ② ③④

報告 ① 報告 ②

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③

準備・開催 　準備・開催　　準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

① ② ③ ④ ⑤

準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催 準備・開催

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 13ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

主催 主催

共催 ② 共催 ④

① ③

主催 主催

共催 ② 共催 ④

まつがや

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数量

など

取組活動の経過（月）

２回 認知症カフェ
（オレンジカ

フェ）

計
画

【永寿総合病院・認知症疾患医療センター・たいとう
地域包括支援センター】感染症対策を行ったうえで認
知症の方、家族、地域の方や専門家が集い認知症の理
解を深めて認知症であっても安心して暮らせる町づく
りを行う。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 8,085人 まつがや

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

見守りの事例等を用いて関係機関との情
報共有や意見交換を行い、ネットワーク
の強化を図る。感染症の状況により書面
開催とする。

２回

認知症
サポーター
養成講座

（認知症の理解
の普及啓発）

６回

報
告

高齢者の「買い物時の会計の機械化」
「認知症の自覚のない方の受診方法」に
ついて意見交換・通院支援等を行い高齢
者が住み慣れた家で暮らす為の方法を検
討した。

２回
報
告

認知症の方や家族が集い、認知症予防に関する講話や
東京都美術館にてアート鑑賞会、グリーンセラピー等
多彩な企画により、認知症になっても参加が継続でき
るよう支援を行った。

６回

計
画

感染症対策を行ったうえで認知症予防、認知症の方、
家族を支える知識を深める講座の開催とマンション・
シニアクラブ、区民施設等に認知症ミニ講座・出前講
座のPR活動を行う。

４回

報
告

見守りの事例を用いて関係機関と「高齢
者の金銭管理について」「セルフレジに
ついて」意見交換し、情報共有を行い
ネットワークの強化を図った。

２回
報
告

認知症予防のための認知症ミニ講座、認知症の方を支
える金融機関や無料定額宿泊所、区民施設、区役所等
において認知症サポーター養成講座を開催し包括や認
知症地域支援推進員のPR活動を行った。

４回

地域ケア
個別会議

計
画

個別の課題を抽出し、その方らしい生活
を送ることが出来るように地域住民や関
係機関で情報共有やそれぞれの力を合わ
せて考える話合いを行う。

３回

報
告

かがやき長寿ひろば入谷において「笑顔
のつどい」を開催し、包括業務の周知活
動と高齢者の生活・介護に役立つ情報を
提供した（認知症予防、熱中症予防、権
利擁護等）

８回
報
告

認知症の方や家族、地域住民の集いの場を提供し、認知症予防の運動や脳ト
レ、手芸等を行いながら気軽に参加し交流できるような場づくりに努めた。
次年度より認知症カフェへ移行予定であるが、今まで培ってきたほっとルー
ムの事業を引継ぎつつ、新たに地域住民の集いの場を提供しながら認知症予
防や支援と繋がるような企画・実施を行っていく

７回

主催 主催

出張相談・出前
講座

計
画

感染症対策を行ったうえで区民施設等に
出張し、地域包括支援センターの周知活
動と介護や認知症予防、権利擁護等の高
齢者の暮らしに役立つ情報提供を行う。

６回 ほっとルーム
（認知症サロン）

共催・主催 主催

ほっとルーム
（サロン）

計
画

地域住民が自由に意見交換が出来る場の
提供や余暇活動等の提案、介護予防や認
知症関連の情報提供を行う。感染症の状
況により書面開催とする。

５回 認知症初期集中
支援推進事業

計
画

感染症対策を行ったうえで認知症であっても住みやす
い町づくりの一環としてほっとルーム（サロン）活動
の時間に認知症関連の情報提供と認知症の方と家族が
いつでも参加し交流可能な場作りを試行する。

計
画

総合相談・地域の実態把握を通じて認知症で困ってい
る方や家族の早期発見に努める。区役所担当者と相談
し速やかに医療・介護につなげ、本人や家族の支援を
行う。

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

地域のケアマネジャーに対し情報提供や
社会資源の活用について共有を行う。ま
た、ケアマネジャーの交流や事例検討を
行う。感染症の状況により書面開催を行
う。

4回
報
告

主催 共催

42名

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

内　容 人数・数量
など

１事例
以上

報
告

メンバーを講師としての手芸、近況報
告、歌や脳トレ等を行った。認知症の方
や家族、地域住民と集い交流を深め自由
に意見交換、生活の活性化を図った。

７回
報
告

認知症初期集中支援事業に該当する対象者はいなかっ
たが、認知症の方や家族に対し、相談に応じ適宜医療
や介護、後見制度等の支援に繋げることができた。今
後も適宜相談対応できるように努めていく。

主催・共催

ケアマネジャー
から受けた相談

の分類

計
画

ケアマネジャーから受けた相談の整理・
分類する方法を７包括の主任介護支援専
門員連絡会で検討する。

通年

報
告

ケアマネジャーから受けた相談の整理・
分類する方法を７包括の主任介護支援専
門員連絡会で検討した。

通年
共催

報
告

地域のケアマネジャーに対し「ACP」「遺
言公正証書」の情報提供や事例検討を
行った。また７包括合同で「高齢者の
ペット問題」「成年後見人」について情
報提供と事例検討を行った。

4回

⑥

サ 七

サ 七
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] 地域包括支援センター事業計画書

】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ ○ 14 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 15 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 11 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 12 ○ ○

3 常 40 ○ ○ ○ ○ 6 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ ○ 7 ○ ○

4 常 40 ○ ○ ○ 6 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ 4 ○ ○

5 常 40 ○ ○ 3 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ ○ 8 ○ ○

6 常 40 ○ ○ ○ 7 ○ ○ 6 常 40 ○ 2 ○ ○

7 常 40 ○ 1 ○ ○ 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 5 年度［ たいとう

法人名　【 社会福祉法人　聖風会

◇今年度の重点課題

① 総合相談支援業務 高齢者の身近な相談窓口であることが十分に周知されていない状況。

② 在宅医療・介護連携推進
事業

ケアマネジャー等のアンケート結果で、多職種連携強化を希望する意見があり、多職種連
携をテーマに研修・懇談会を開催していく。

③ 権利擁護業務
成年後見制度の利用促進にあたり、受任可能な専門職団体等との連携が図れていな
い。

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 地域包括支援センターの周
知

広報誌
２回

出前講座
２回

地域住民、関係団体へ広報誌の発行および出前講座を行い、周知に
努める。町会の会議等に参加し、普及活動に力を入れたい。

広報誌
２回

出前講座
２回

広報誌を年２回（各500部）、地域住民、見守り協力機関、民生委
員さんへ配布することができた。出前講座については年5回（笑顔
の集い・通い場）開催することができた。

② 事業所間で顔の見える関係
性を構築・強化していく。

懇談会等
２回

ケアマネジャーの集いや包括主催の多職種懇談会を開催し、各事業所のエ
リア内で顔の見える関係性を強化していく。今年度は医療職との連携を強
化した取り組み（懇談会等）を実施していく。

懇談会等
４回

薬剤師と在宅支援（居宅療養管理指導）について、年2回ほどケアマネ
ジャーの集いで協議することができた。また、見守り地区連絡会では年２
回、事例検討会を開催し検討メンバーに薬剤師の方に入っていただけた。

③ 成年後見制度の利用促進

-
成年後見人等、候補者を推薦できる団体との連携・ネットワークを
構築する。ケースの解決すべき課題ごとに依頼する専門職を区と地
域包括支援センター内で検討する。

-
区の弁護士相談を活用し課題を整理することはできたが、、本人の
拒否により専門職までつながらないケースが多く見られた。

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

準備・開催

モニタリング・評価 ①

③開催 ④開催 ⑤開催 ⑥開催

① ②

① 主催 ②事例検討

報告 ① ②

① ②

①開催 ②開催

① ②

発行 準備・発行

① ② ①

準備 発行 準備 発行 R5.3/4～R5.5/26

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 8ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ➂

①準備・開催 ②準備・開催 ③準備・開催

②合同 ④合同

① ③

② 準備 開催

０回
報
告

年６回開催することができた。７月～９月はとびらプ
ロジェクト（※）への開催協力として認知症地域支援
推進員を派遣することができた。

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 5,567人 たいとう たいとう

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

６回

内　容 人数・数量
など

主催 共催
①開催 ②開催

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

前年度、新たに加わった見守り協力機関のフォローアッ
プ、圏域型関係協力機関の普及・強化を目的とした啓発
活動（企業・お店訪問・見守りサポ－ター養成講座等）
を実施。また、年2回の連絡会（内1回は事例検討会）を
開催予定（開催形態は感染状況を考慮し検討）

２回 認知症
サポーター
養成講座

計
画

取組活動の経過（月）

地域ケア
個別会議

計
画

個別課題から、地域課題の抽出・社会資
源の現状把握をする。地域作りに生かせ
るよう、社会資源の開発・ネットワーク
の構築の機会にする。

１回
認知症カフェ

（オレンジカフェ）

計
画

【永寿総合病院認知症疾患医療センター・まつがや地域包括支援センター】

認知症の方やその家族、地域住民や認知症に関心のある方など誰で
も気軽に集える場作りに取り組む。※台東区新型コロナウイルス感
染症拡大防止ガイドラインに沿って行う

６回

報
告

個別課題を抱える方はいたものの、ケー
スの事情（入院等）により支援が中断す
るなどしたため開催できなかった。

③開催

広報誌の発行

計
画

関係機関・地域住民向けに包括の周知と
ネットワークづくりのため、配布を行
う。

２回 初期集中支援
チーム参画

町会や地域住民、マンション等へはチラシなどで働き
かけを行い、企業からの依頼は積極的に受け、講座に
て認知症の理解を深めていく。他の出前講座の中にも
組み込みミニ講座も行う。

２回
以上

報
告

地区連絡会における事例検討は、当初１
回で計画していたが、２回開催し関係者
と見守りの必要性等について協議するこ
とができた。

２回
報
告

一般企業（保険会社）と区内私立高校（７５名）で開
催することができた。参加した高校生からは、認知症
についての質問やヤングケアラー支援に対する質問も
出るなど有意義な講座となった。

３回

1事例

報
告

広報誌を年２回（５月・１１月）に各５
００部発行。配布先は見守り協力機関・
民生委員さん・地域の方・来所者等に配
布。

２回
報
告

軽度の物忘れがあり、銀行でお金を引き出せない方に
対する支援を実施。初期集中チームで対応し、医療機
関への受診、介護保険サービス利用につなげることが
できた。

1事例

主催
①事例検討 ②事例検討

主催

主催 実施

計
画

計
画

地域の薬剤師との連携をテーマに単独で
２回（６月・１０月）。また、７包括合
同で２回（９月・１月）開催した。

報
告

家族・地域住民からの相談により、対象者の把握から
早期介入を実施し適切なケアに繋げる。

計
画

報
告

20名

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

内　容 人数・数量
など

※とびらプロジェクト
　東京都美術館と東京藝術大学が、美術館を拠点にアートを介してコミュニティを育むこと
を目的として２０１２年から行っている活動。

報
告

①準備・開催 ③準備・開催

④開催

計
画

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

多職種連携をテーマに地域のケアマネジャーの資質向上
のために、研修等を開催予定。R5年度は介護保険制度の
改定も予定しているため、改定内容等を意識した研修内
容にしていく。研修形態については新型コロナウイルス
感染状況を鑑み検討していく。

報
告

報
告
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】

◇重点課題に対する目標と具体的な取組

計
画

報
告

計
画

報
告

計
画

報
告

◇地域包括支援センター人員体制状況

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

社
会
福
祉
士

保
健
師

看
護
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員

介
護
支
援
専
門
員

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
福
祉
士

そ
の
他

1 常 40 ○ 10 ○ ○ 1 常 40 ○ ○ 11 ○ ○

2 常 40 ○ ○ ○ ○ 9 ○ ○ 2 常 40 ○ ○ ○ ○ 10 ○ ○

3 常 40 ○ 9 ○ ○ 3 常 40 ○ ○ 5 ○ ○

4 常 40 ○ ○ 4 ○ ○ 4 常 40 ○ ○ ○ 6 ○ ○

5 常 40 ○ ○ ○ 5 ○ ○ 5 常 40 ○ ○ 1 ○ ○

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

その他の資格・・・ その他の資格・・・

令和 5 年度［ ほうらい

法人名　【 社会福祉法人　清峰会

◇今年度の重点課題

① 生活支援体制整備事業 地域住民主体による通いの場が立ち上がっていない。

② 総合相談支援業務
要支援・要介護認定が出ているが、サービスにつながっていない人の把握ができて
いない。

③

課題番号 目　標 数値 目標に向けた具体的な取組

① 通いの場を立ち上げる

1
高齢福祉課、東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター、生
活支援コーディネーターや地域住民と協力し、地域の特性を活かし
た通いの場を立ち上げる。

2
銭湯や都営アパートの集会室での集まりを主体的に活動できる住民
と一緒に運営支援ができた。

②
包括で介護保険申請をした
人に連絡をとり、サービス
利用の有無を確認する。

－
職員間で記録を確認し、支援につながっていない人を把握し継続的
に支援する。

－
包括の記録や高齢福祉課からの情報を元に、介護保険を申請した方
のサービス意向の有無を確認することができた。

③

※１　包括的支援業務とは総合相談・権利擁護・包括的継続的マネジメント支援業務を指す。
※２　介護予防ケアマネジメントとは介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務を指す。

令
和
4
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２

令
和
5
年
度
　
　
№

常
勤
（

常
）

・
非
常
勤
（

非
）

週
の
勤
務
時
間
（

残
業
除
く
）

資格（持っているもの全てに○）
包
括
実
務
経
験
年
数
（

年
）

包
括
的
支
援
業
務
※
１

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
２
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（令和5年1月1日時点） 地域包括支援センター ＜認知症総合支援事業＞ 地域包括支援センター

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備・開催 準備・開催

評価

準備・開催 準備・開催

準備・開催 準備・開催

報告 報告

報告 報告

毎月

＜ケアマネジャー支援＞ エリア内の居宅介護支援事業所数： 3ヵ所 介護支援専門員数： （令和5年1月1日時点） ＜計画外の取組＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① ③
準備・開催準備・開催 準備・開催準備・開催

合同 ② 合同 ④

① 開催 ③ 開催

② 開催 ④ 開催

ほうらい

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目 内　容 人数・数量

など

取組活動の経過（月）

2回 認知症カフェ
（あさがおカ

フェ）

計
画

【浅草病院】認知症の本人、家族、地域住民等が気軽
に参加できる場を浅草病院と共催で運営する。認知症
サポーターのボランティアを活用する。新型コロナウ
イルス感染状況に応じて適切な感染対策を行う。

主催 共催

◇年間計画表 エリア内の高齢者人口： 6,038人 ほうらい

見守り
ネットワーク
地区連絡会

計
画

日常の見守りについて関係者との意見交
換や事例検討を行う。開催方法は新型コ
ロナウイルスの感染状況を考慮し適切な
方法を選択していく。

2回
参加者
50人

(延べ)

認知症の普及啓
発活動
(認知症

サポーター
養成講座)

6回
参加者
60名(延

べ)

報
告

経済的に困窮した事例と介護者からのDV
の事例について検討を行い、様々な機関
と連携することができた。

2回
報
告

認知症の人と認知症でない人が一緒に活動する時間を
作ることができた。また、ものづくりと散歩の時間を
積極的に取り入れている。

7回
参加者
約81名
(延べ)

計
画

地域住民や企業など様々な人に向けて、認知症サポー
ター養成講座や出前講座を実施する。新型コロナウイ
ルス感染状況に応じて適切な感染対策を行う。

4回
参加者
60名(延

べ)

報
告

地区連絡会を２回開催した。２回とも見
守りに関する事例検討を行い、参会者の
意見を聞くことに重きをを置いた。

2回
参加者
67人

(延べ)

報
告

区民や企業に向けた認知症サポーター養成講座を２
回、社会教育センターのシニア学び合いサロンでの出
前講座を１回実施した。参加者の中で、認知症に対す
る偏見を軽減する活動に協力したいと希望する方がい
た。

3回
参加者
20名(延

べ)

地域ケア
個別会議

計
画

個別ケースの課題分析等の積み重ねにより、
地域課題を発見し、地域に必要な資源開発や
地域づくりにつなげる。会議開催の際には新
型コロナウイルスの感染状況に応じた対応を
行う。

1ケース
以上

随時

報
告

銭湯や都営アパートの集会室を活用し集
いの場を毎月運営支援をした。

１２回
報
告

R４年度からの継続ケースを１事例、途中で他包括から
担当を引き継いだケースを１事例チーム員として担当
した。訪問支援やカンファレンスへの参加、家族支援
等を行った。

2ケース
(サブ)

主催 主催・共催

通いの場を立ち上
げる

計
画

関係機関と打ち合わせを重ね、地域住民や地
域の介護事業所とも協力して通いの場を立ち
上げる。

１か所 認知症初期集中
支援チーム

共催 実施

認知症の人の社
会参加支援

計
画

認知症サポーター養成講座を受講した
アーティストと協働し、アートを活用し
て認知症の人がのびのびと参加できる場
づくりに協力する。

１回
参加者
１０名

認知症家族介護
者教室

計
画

認知症の困難事例を推進員と他の職員で情報共有し、
積極的に事例選定を行う。チーム員として訪問支援を
行い、医療・介護サービスに繋げていく。

計
画

慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室の協力を得
て、臨床心理士、訪問看護師等と連携して開催する。
専門職向けの勉強会を企画し、周知活動を行う。新型
コロナウイルス感染状況に応じて適切な感染対策を行
う。

取組活動の経過（月）

ケアマネジャー
の集い

計
画

地域のケアマネジャーとの意見交換の場、社会資源の活
用について情報共有を行う。多職種連携や地域の情報提
供を目的に開催する。同様に7包括合同で開催する。
（年2回）
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から随時参
集・オンライン・書面開催で行う。

参加者
2回（延べ
40人）

共催 2回
（延べ90

人）

報
告

参加 主催

6名

項目 内　容 人数・数量
など

取組活動の経過（月）
項目

報
告

内　容 人数・数量
など

2回
参加者
12名(延

べ)

報
告

パフォーマンスに向けて、アーティスト
とグループホーム入居者の交流が行わ
れ、当日は入居者と地域住民、地域で暮
らす認知症の人が交流する機会になっ
た。

１回
参加者
１０名

報
告

臨床心理士、訪問看護師のほか、精神科医の協力を得
て運営した。８月には周知を兼ねて勉強会を企画し、
訪問看護師やケアマネジャーが参加したが、下半期に
企画していた家族介護者教室は、キャンセルが多く中
止となった。

1回
参加者
6名

⑥

報
告

年６回、地域の事業所と意見交換を交わ
すことができた。

６回 ⑥

主催・共催

地域連携を
勧める会

計
画

NPO団体や医療機関、介護事業所と共催で研
修会や意見交換会を開き地域のネットワーク
を強化していく。開催にあたっては新型コロ
ナウイルスの状況に応じてオンラインを活用
する。

６回 ①

共催
① ② ③ ④ ⑤

② ③ ④ ⑤

報
告

ハラスメントについて、高齢者のペット
問題、認知症高齢者が抱える社会的問
題、成年後見についての意見交換や研修
を参集式で行った。

延べ
142人

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④

①

① 勉強会 ②

① ②

①

①

①

②

②

実施

① ②

① ②

実施

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

① ② ③

① ②

① 勉強会 中止

①

① ②
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